
Q&A ⼥性に多い質問 
 
Ｑ：レディースディはありますか。 
Ａ：毎⽉第４⼟曜⽇のみ実施しています。 
 
Ｑ：着替えの際の注意事項を教えて下さい。 
Ａ：アクセサリー類・ネックレス・コルセット・ブラジャー等は検査時外して下さい。 

靴下、無地(袖なし)の肌着を着⽤しても構いません。肩紐部分に調節⾦具がついているものやパット
つきの肌着は検査に⽀障が出るため着⽤はご遠慮いただいています。 

＊待合室に、ひざかけをご⽤意していますのでご希望の際は、スタッフまでお声掛けください。 
 
Ｑ：妊娠の可能性があります。⼈間ドックを受けることはできますか？ 
Ａ：⼈間ドックの項⽬には放射線を使⽤する胃レントゲン、胸部レントゲン、マンモグラフィが含まれていま

す。どの検査も胎児に奇形など起こす被爆量ではないと⾔われていますば、当センターではお勧めして
おりません。妊娠、またはその疑いがある場合は必ずお申し出ください。妊娠していない事がわかった後
に後⽇検査をする事は可能です。また、その他の検査（腹部超⾳波、⼼電図、肺活量など)は、妊
娠していても影響をうけませんので、安⼼して検査を受けられます。 

 
Ｑ：授乳中ですがどんな検査に影響がありますか？ 
Ａ：胃バリウム検査の予定でしたら、下剤内服後２４時間の断乳が必要です。 
 胃カメラ検査を予定でしたら、鎮静剤・鎮痙剤（胃の動きを⽌める薬）の薬剤を使⽤しない⼜は、薬

剤を使⽤する場合には、２４時間の断乳が必要です。 
 マンモグラフィの検査では、乳腺が濃く写ってしまい読影ができないため検査を実施しません。乳腺超⾳

波の受診をおすすめします。 
 
Ｑ：婦⼈科検診を男性の職員が検査（担当）しますか？ 
Ａ：マンモグラフィは⼥性の職員が担当します。⼦宮がん検診は男性医師も担当することもありますが、

⼥性スタッフが介助いたします。 
 
Ｑ：⽣理になった場合、健診をキャンセルした⽅がいいですか？ 
Ａ：キャンセルの必要はありません。ただし、検尿や検便は⽣理期間終了後に検査を受けて頂く必要が

あります。 
⼦宮がん検査については、出⾎量が少なければ検査可能ではありますが、正確な診断ができない場
合もあります。⽣理が終わって 4〜5 ⽇経過した後に受診していただくのが望ましいです。 

 


